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陳情の趣旨

横山町寺下５９－２他８筆に建設予定である「（仮称）エルグランデ安城横山Ⅲ」

の用途地域は工業地域です。しかし、近年、この地域の工場の数は減少してほぼ

無くなり、その跡地には新たに住宅が建設されています。（平成１６年、２７年の

それぞれにおいて、変動の状況を調査した別表を参照して下さい。）私たちが、昭

和５５年８月に現在の横山町に住んで以来３７年１１か月の間、用途地域の変更

は有りません。 

都市計画課によれば、平成２４年４月１日に愛知県から用途地域の管理が安城

市に移譲され、現在に至るようです。本来ならば５年ごとに用途地域の見直しが

行われるはずですが、当地は見直しされていません。 

工業地域内での建設予定建物であるので、近隣住民に日照阻害、電波障害、環

境障害の苦情への権利は薄く、建設業者の思いのままです。 

なぜ、３７年以上、用途地域の見直しがされずにいたのか。建設予定の建物が

業者の計画概要通りならば、日影は永遠に続くと気がついた時、根本の原因は用

途地域にあり、管理体制に怠りはなかったかと思いました。工場が多く存在する

旧横山町の管池、狐穴、蝮畔は町名の変更により三河安城東町となって久しい。

又、同じ横山町でも下毛賀知の「旧（株）イーエクス」跡地の分譲住宅は第一種

住居地域で売り出されています。本来ならば既に横山町寺下・下管池は住居地域

であるのではないかを調べて頂きたい。それにより、平成２９年１１月１日着工

予定のマンション工事の変更もあり得るはずです。 

陳情事項

「（仮称）エルグランデ横山Ⅲ」の建設計画に伴い、各方面から調べた結果、１

３階建（４０，７５m）の高層マンションが建設されることにより我が家が受ける

日影の原因は用途地域にあるとの見解に至りました。３７年もの間、なぜ行政は

現在に至るまで調査をせずにいたのか。住居専用地域に変更していただきたい。 
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